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（１）背景 

　　大泉町（以下、「本町」とします。）が管理する橋梁は令和 7（2025）年 3月 31 日現在 64 橋（道路

橋 60橋、横断歩道橋 3橋、跨線橋 1橋。以下「橋梁」とします。）あります。 

このうち、建設後 50 年を経過する橋梁は全体の 38％を占めており、20 年後の令和 27（2045）年 3

月には、その割合は 86％程度まで増加し、急速に老朽化していくことがわかります。 

今後、従来の事後的な修繕を継続していくと維持管理コストが高くなり、道路交通の安全性に支障

が出ることが予想されます。 

 

 
 

図 1 経過年別の橋梁数と割合 

 

 

 

 

（２）目的 

　　このような背景から、より計画的な橋梁の維持管理を行い、限られた財源の中で効率的に橋梁を維

持管理していくための取り組みが不可欠となります。そこで、従来の事後的な修繕から予防的な修繕

へと転換を行い、橋梁の長寿命化並びに維持管理コストの縮減を図りつつ、道路交通の安全性を確保

することを目的に橋梁長寿命化修繕計画を策定します。 
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（１）対象橋梁 

本町が管理する橋梁は、以下のとおりです、全て長寿命化修繕計画の対象橋梁である。 

 

表 1 管理及び対象橋梁の内訳 

令和 7（2025）年 3月 31日現在　　　　 

 

橋種ごとの分類は以下のとおりです。 

 

表 2 管理及び橋梁の橋種ごとの数量 

 

また、この内訳を次頁の表 3 対象橋梁一覧にまとめます。 

 

 

 

（２）計画期間 

　　令和 7（2025）年度から令和 16（2034）年度までの１０年間を計画期間としました。ただし、定期

点検の結果を踏まえ、今後の事業の進捗状況や社会情勢の変化に応じて、適宜見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※１　ＰＣ：プレストレストコンクリートのことで、コンクリートにあらかじめ（プレ）、圧縮力（ストレス）を与え、ＲＣ（鉄筋

コンクリート）よりさらに頑強にしたコンクリートのこと。 
※２　ＲＣ：鉄筋コンクリートのことで、コンクリートに鉄筋を配置し、より強度を増したコンクリートのこと。 
※３　ボックスカルバート：主に地中に埋設され水路などに使われる箱型のコンクリート構造物のこと。

 道路橋 横断歩道橋 跨線橋 合計

 60 3 1 64

 鋼橋 ＰＣ橋※１ ＲＣ橋※２ ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ※３ その他 合計

 10 34 8 12 0 64
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表 3 対象橋梁一覧 

   
※天神橋は、令和元(2019)年度施工の更新工事により橋長 2ｍ未満になり、本長寿命化修繕計画より除外した。 

 
 
Ⅰ：健全（支障が生じていない状態） 
Ⅱ：予防保全段階（支障が生じていないが措置を講ずることが望ましい状態） 
Ⅲ：早期措置段階（支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずるべき状態） 
Ⅳ：緊急措置段階（支障が生じており、緊急に措置を講ずるべき状態） 
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　　対象橋梁の位置図を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 対象橋梁の位置図（引用：大泉町白地図） 
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《維持管理手法》 

　　従来の事後的な維持管理から、予防保全的な維持管理へ転換することにより、修繕や架替えのコス

トを抑えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 維持管理のイメージ 

 

 

「予防保全型」とは、危険な状態に至る前の段階で修繕を実施し、基本的には架替えをせずに管

理を行うものです。 

「事後保全型」とは、具体的な危険性が確認された段階で橋梁の架替えを行うものです。ただし、

安全性を確保するための必要最低限の修繕は行います。 

 

 

《橋梁維持管理の体系》 

　　①定期点検を実施します。 

　　②点検結果を基に橋梁の損傷程度の診断を行います。 

③点検結果に基づき、長寿命化修繕計画を更新します。 

　　④修繕計画に基づく対策を実施します。 

 

図 4 橋梁維持管理の体系 

 

健全度　

経過年

Ⅰ

予防保全型

事後保全型

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ：健全

Ⅱ：予防保全段階

Ⅲ：早期措置段階

Ⅳ：緊急措置段階

①定期点検 

②損傷程度の診断 

③修繕計画の策定 

④対策の実施 



6 

　5年に 1度、「群馬県橋梁点検要領【令和 3年度改定版】」に沿って、近接目視での定期点検を実施し、

点検結果に基づき対策区分(※4)の判定を行います。 

　なお、健全度(※5)については対策区分の判定に基づき表４のとおりとします。 

 

 

表 4 橋梁点検の対策区分と健全度 

 

※4 対策区分…橋梁定期点検により各橋梁の健全性の状況を示す指標。 

※5健全度…橋梁を維持管理していくうえで、健全性を一定水準に保つための基準で、点検結果により

その水準を下回る場合は補修を行い、健全性を一定に保っていくためのもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
状況 対策区分 健全度

 
維持工事で対応する必要がある M －

 
損傷が認められない A0 Ⅰ

 
損傷が軽微で補修を行う必要がない A Ⅰ

 
状況に応じて補修を行う必要がある B Ⅰ

 
予防保全の観点から、速やかに補修等を行う必要がある C1 Ⅱ

 
橋梁構造の安全性の観点から、速やかに補修等を行う必要がある C2 Ⅲ

 
その他、緊急対応の必要がある E2 Ⅳ

 
橋梁構造の安全性の観点から、緊急対応の必要がある E1 Ⅳ

 
損傷の進行状況を確認するため、追跡調査を行う必要がある S2 は B と同じ Ⅰ

 
原因の確定など、詳細調査を行う必要がある S1 は C1 と同じ Ⅱ
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　橋梁の管理は、橋の規模によって分類します。 

（１）橋長 4ｍ以上の橋梁：予防保全型または事後保全型 

予防保全型による維持管理コストと、事後保全型による維持管理コストを比較し、安価な方を採

用します。 

 

（２）橋長 4ｍ未満の橋：ボックスカルバート架替え型 

　　ボックスカルバート架替え型では、健全性の区分が「Ⅳ：緊急措置段階（支障が生じており、緊

急に措置を講ずるべき状態）」になった時点でボックスカルバートに架替えを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　利用者への安全性の観点から、橋梁の劣化状況を最優先に検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 優先順の決定のフロー 

ボックスカルバート

優先順位(1) 健全度の高い橋梁を優先

優先順位(3) 主要部材の劣化が進んでいる橋梁を優先

優先順位(4) 重要度が高い主要部材に損傷がある橋梁を優先

優先順位(2) 補修／架設予定年の早い橋梁を優先

優先順位(5) 健全度Ⅲ以上の二次部材が存在する橋梁を優先

優先順位(6) 路線重要度が高い橋梁を優先

優先順位(7) 橋面積が大きい橋梁を優先
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長寿命化修繕計画による事業効果を示すため、橋梁のライフサイクルコスト(※6)を予防保全型と事

後保全型とで比較検討を行い、低い方を採用します。 

維持管理費用の平準化では、各年度でばらつきのある修繕費用を年間予算の目安を超えないように、

修繕年の「先送り」や「前倒し」を行い、年間予算を平準化していきます。 

また、定期点検や修繕工事を行う際には、新技術等の活用検討を行い、事業の効率化やコスト縮減に

努めます。 

近隣に代替えとなる迂回路が存在し、地元合意が取れている橋に対しては、集約化・撤去、機能縮小

を検討し、維持管理費用の縮減を目指します。 

 

 

※6 ライフサイクルコスト（Life Cycle Cost）：橋梁の生涯費用で、初期建設コスト、維持管理コスト

更新コストの総和を表します。 

 

 

 

長寿命化修繕計画を策定した場合、今後 100 年間の維持管理費用は、約 39 億円となります。一方で、

従来の事後的な修繕を行う場合、今後 100 年間の費用は、約 73億円となり、約 34 億円のコスト縮減効

果が見込めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 20年毎の事業費の推移と比較 

 

     

100 年間で「約 34億円」 

のコスト縮減

73 億円

事後

事後

事後

事後 事後

予防

予防
予防

予防

予防

39 億円

34億円



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     改定履歴 
      ・平成 26 年(2014 年) 3 月 計画策定 
      ・平成 30 年(2018 年)10 月 対象橋梁数変更（43 橋→45 橋） 
      ・令和  2 年(2020 年) 3 月 最新の定期点検結果に基づき計画の改定（45 橋→63 橋） 
       ・令和 ５年(2022 年) ３月 新技術活用などによる費用縮減検討（63 橋→64 橋） 

・令和 ７年(2025 年) ３月 最新の定期点検結果に基づき計画の改定（64 橋） 
 
 
 
 
 
 

 

～大泉町　橋梁長寿命化修繕計画～ 

令和7年（2025年）3月 
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